
芻Ｐ１３ ４ ２ 号(1950 年４月創刊　昭和46年７月30日　第3種郵便物 認可)女:t 生 ｒ｡ ユ ー ズ2 ０ ０ ２ 年 １ １ 月 １ ０ 日 （日B 瞿EI ）（ １ ）

㎜
㎜

㎜
㎜

㎜
㎜
㎜

㎜
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生
活
で
き
る
賃
金
を

問
わ
れ
る
正
社
員
の
働
き
方

厚

生

労

働

省

が
９

月
1
7
日

に

公

表
し

た

「
2
0
0
1

年

パ

ー
ト

タ

イ

ム

労

働

者

総

合

実

態

調

査

」

に

よ

る

と

、

昨

年
1
0
月

の

パ

ー

ト

等

労

働

者

数
は

丶

１

１

１

只
）
万

人

Ｏ

前

回
調

査

（
9
5
年

）

に

比

べ
る

と

、
３

２

０

万

人

も

増

え
て

い

る

。

男

女

別

に

見

る

と

、

約
7
3
・
５

パ

ー

セ

ン

ト

が

女

性

。

企

業

が

、

パ

ー

ト

を

雇

う

理

由

で

最

も

多

い

の

が

「

人

件

費

が

安

い

か

ら

」
。
し

か

も

、

正

社

員

と

同

じ

職

務

・

責

務
で

雇

っ
て

い

る

と

こ

ろ

が

、
4
0
・
７

パ

ー

セ

ン

ト

も
あ
る

。
こ
の

数
字
だ
け
を

見
て
も

、
企

業
が
、
非
正

規

雇
用

を
増
や
し
て
い
こ

う
と

し
て
る
の
は

、
明

ら
か
だ
。

パ

ー

ト

タ

イ

マ

ー

の

応

援

団

発

足

パ

ー
ト

タ
イ

プ

‘
の
置
か

れ
て
い
る

現
状
を
こ

の
ま
ま

に
し
て
お
け

な
い

、
パ
ー
ト

に
公
正
な
ル

ー
ル

を
作
る
た

め
世

論
喚

起
し
よ

う
と
、「
パ

ー
ト

タ
イ

ム
労
働
者
に
公
正

な

処
遇

を
」
市
民
会
議
（

略

称
凵

パ

ー

ト

ー
サ

ポ

ー

ト

市
民

会
議
）
が
発
足
し
た
。

学
者

、
労
働
団
体
代

表
、
企

業
家
1
0人

が
呼

び
か

け
犬
と

な

っ
て
立
ち
上

げ
た

、
個
人

参
加
の
ネ

。
ト
ワ

ー
ク
（
3
0

囗

現

在

、
１
１
０

名

が

登

録
）
。
1
0月
3
0日

、
東
京
・
囗

｢ パ ー ト タ イ ム 労 働 者 に 公 正 な 処 遇 をJil

～ 発 足 の つ　 と　 い　 ～

＜パート･ サポート 市民 会綛･･，　。｡，

パ
ー
ト
サ
ポ
ー
ト
市
民
会
議
発

足
集
会

暮
里
の
ホ
テ
ル
ラ
ン
ク
ウ

ッ

ド
で

、
発
足
の
集
い

が
開
か

れ

、
約
１
２

５
名

が
参

加
。

パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
現
場
で

働

く
女
性
た
ち
か
ら
の
現

状
報

告

、
均
等
待
遇
の
必
要

性
に

つ
い
て
の
専
門
家
の

意
見
等

を
聞
き

、
発
足
宣
言
ア

ピ
ー

ル

を
採
択

。
行
動
の
輪

を
広

げ
る
呼

び
か
け

が
あ
っ
た

。

同
市
民
会
議
で
は

、
こ

れ
か

ら

、
シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

の

開

催

、提
言
・
メ
ッ
セ

ー
ジ
の

発

信
な
ど
を
通
し
て

、
公
正

な

叩
‐‐
ル

作
り
に
必
要
な
ア

ク

シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い

く
。

同
会
議
の
代
表
世
話
人
と

し
て

挨
拶
し
た
笹
森
清
（

連

合
会
長
）
さ
ん
は

、
「
連
合

主
催
の
パ
ー
ト
集
会
や
現
場

で

、
労
使
共
々

、
明
日

、
倒

産
・
失
業
す
る
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
恐
怖
忙

、
連
合
の

職
員
は
直
面
し
た
こ
と
が
あ

る
の
か

、
切
迫
感
に
ギ
ャ
ッ

プ
が
あ
り
す
ぎ
る
の
で

は
な

い
か
と
も
言
わ
れ
た
」
と

、

こ

の

問

題

に

取

り

組

む

き

っ

か

け

を

語

り

、

日

本

の

労

働

者
と

し

て

の

行

き

方

、
働

き

方

を

変

え
て

い

く

に

は

、
こ

れ

ま
で

の

シ

ス
テ

ム

を

変

え

均

等

待

遇

を

極

め

る

こ

と

は

大

切

な
こ

と

」

と

話

し

た

。

ま

た

、

呼

び

か

け

人

の

一

人

、

大

沢

真

理

（

東

大

教

授

）

さ

ん

は

、

先

こ

ろ

、
三

菱

総

合
研

究

所

の

シ

ュ

ミ

レ

ー

シ

ョ
ン

で

、

現

在

、
正

社

員
１

０

０

対

や

・
ＩＩ
ト
5
9
・
３

を

パ

ー

ト
7
7
・
６

に

す

る

と

、
み

ん

な

が

得

を

す

る

と

い

う

興

味

深

い

結

果

が

で

た

。
正

社

員

が

時

短

す

れ

ば

、
雇

用

が

増

え

、

企

業

も

生

産

性

が

上

が

る

と

い

う

も

の

だ

っ

た

と

言

い

、

「
パ

ー

ト

が
い

か

に

差

別

さ

れ

て

い

な
い

か
と
い

う
研
究

ば
か
り

し
て
い

る
大
が
多
い
が

、
普

通
の

人
の
生
活
に
近
い
研
究

を
す
べ
き
」
と
話
し

て
い
た

。

逆

風

を

追

い

風

に

均

等

ア

ク

シ

ョ

ン
0
3

H
月
２
日
、
東
京
・
池
袋

ウ ィ メ ン ズ ・ ア ー ト ・ ワ ー ク ラ ップ ・ マ ム 。が 寸 劇 で
職 場 の 女 性 差 別 を 演 じ た ー エ ポ ッ ク10

の
エ

ポ
ヨ
ク
1
0で
は

、
均

等

待
遇
ア
ク
シ

ョ
ン
2
0
0
3

が

、
「
パ

ー
ト

議
連
と
語

る

均
等
待
遇
の

立
法
化

」
を

開
き

、
均
等

待
遇

立
法
化
へ

の
道

を
国
会

議
員
と

も
に

語

っ
た

。

出
席
し
た
の
は

、
議
連
の

大
脇

雅
子
（

社
民

）
、川
橋

幸

子
（
民
吉

、
吉
川

春
子
（

共

産
）
、
森
ゆ

う
こ
（

自
由
）
さ

ん
ら

。
パ

ー
ト

議
連
は
、
衆

参
の
野
党
超

党
派

議
員
で

設

立

。
こ
れ
ま
で
に

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム
の
開
催

、
厚

生
労
働
省

パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
研

究
会

最
終
報
告
に
む
け
て
の

意
見

書
の
提
出
な
ど
で

、
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
法
の

改
正

、
均

等
待
遇
の
立
法
化

を
表
明
し

て
き
て
い
る

。

集
会
で

は
、
労
働
政
策
審

議
会
雇
用

均
等
分
科
会
の
労

働
側
委
員
・
片
岡
千
鶴
子
さ

ん
が
「
パ
ー
ト
の

均
等
待
遇

問
題
は
、
正

社
員
の
働
き
方

を
も
問
わ
れ
る
こ

と
。
行
政

は
、
労
使
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ

り
法

整
備
は
で

き
な
い
と
い

っ
て
い

る
。
均
等
法
の
時
の

よ

う

な
、
追

い

風
で

は

な

い

」
と
最
近
の
労
政
審
の
動

き
を
報
告
。

議
連
の

国
会
議
員
は
、
同

研

究
会
が
出
し

た
最
終
報
告

が
、
均

等

待

遇
（
研

究

会

は
、
均
衡
待
遇
と
表
記
）
の

法

制
化

に

つ

い

て

消

極

的

で

、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン

先
行
の

内
容
で

あ
り

、
実
効
性
に
乏

し
い

と
指
摘
。
さ
ら
に
、
審

議
中
の
最
終
報
告
ダ
イ
ジ
ュ

ス

ト
版
が

、
パ
ン
フ
レ

″
卜

に
な
り
地
方
自
治
体
で

パ
ー

ト

旬
間
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で

配
布
さ
れ
て

い
る
と
報
告
。

吉
川

さ
ん
は

、
「
全
国
レ

ベ

ル
で

説
明

会
を
開
い
て
い

る

と
も
聞
く
。
国
会
軽
視
も
い

い
と
こ
ろ
」
と
怒
り

、
Ｎ
Ｇ

Ｏ

と
の
連
携
の
大
切
さ
を
訴

え
る

。
大
脇
さ
ん
は

、
「
Ｉ

Ｌ
Ｏ

の
パ
ー
ト
条
約
批
准
に

つ

い
て

、
議
連
の
中
で

、
政

党
の
壁
を
越
え
て

、
て
い

ね

い
に
議
論
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
」
と
話
す

。

同
ア
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
厳

し
い
逆
風
だ
が
、
こ
れ
を
追

い
風
に
し
て

い
く
こ
と
を
確

認
。
集
め
た
署
名
５

万
人
分

を

、
議
員
ら
に
手
渡
し
、
散

会
し
た
。

モ
ス

ク
ワ
の

ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル

劇
場

を
チ

ェ
チ

ェ
ン
の

ゲ
リ
ラ

が
占
拠
、
観
客

を

人

質

に

し

た
。
事
件
に
も

驚
い
た

が
、
武

力
で

鎮
圧

を
は
か
り

、
特
殊

ガ
ス
で
人
質
に

あ
っ
た
人
ま

で

含
め
て

、
百

何
十
人
の
人

が
死

ん
だ
こ

と
に

、
心

が
寒

く
な
る
思
い

が
し
た

。
こ
れ

だ
け
強
い

ガ
ス
は

「
化
学
兵

器
」
、
使
用

禁
止
兵
器
で
は
な

い

か
？
▼

も
っ
と

シ
ヨ

。
ク

だ
っ
た
の

は
、
世
界
の
世
論

が
「
テ

ロ
ヘ
の
断
固
た
る
闘

い

」
と
い

う
こ
と
で

、
非
難

の

声
が
あ
ま
り
聞
こ
え
な
か

っ
た
こ
と

だ
。
こ

れ
が
２
年

前
だ
っ
た

ら
卜

。
ソ

連
時
代

か
ら
の
人
権
無
視
が
ま
だ
続

い
て

い
る
と
、
非

難
ご
う
ご

う
だ
っ
た

ろ
う
▼
９

・
Ｈ
以

来
、
世
界
の

潮
流
は

す
っ
か

り
変
わ
っ
て
し
ま

っ
た
よ
う

だ
。
「
武
力
で

徹
底
的
に
報

復
」
が
当
然
で

、
「
正
義
に

満
ち
た
行
動
」
に

な
っ
て
い

る
。
な
ん
と
も
恐
ろ
し
い

。

▼

そ

れ

に

、
あ

の

報

道

で

は
、
な
ぜ
チ

ェ
チ

ェ
ン
の
人

が
、
こ

ん
な
非
常
手
段

を
使

っ
て

ま
で

、
何
を
訴
え
た
か

っ
た
か
、
さ
っ
ぱ
り
訳
が
分

か
ら
な
い
▼
チ

ェ
チ

ェ
ン
と

い

い

、
パ
レ

ス

チ

ナ

と

い

い

、
深
い

恨
み

が
あ
る
と
こ

ろ
で

い

く

ら

蔽

固

と

し

冫

テ

ロ
を
押
さ
え
て
も

、

憎
し

み
だ
け
が
増
幅
す
る

。

決
し
て
テ

ロ
は
止
ま

な
い
だ

ろ
う
▼
ア

メ
リ
カ
の
中
間
選

挙
で

共
和
党
は
「
歴
史
的
な

勝
利
」
た
っ
た
。
強
い
指
導

者
・
ブ
ッ
シ
ュ
へ
の

人
気
と

い
う
。
イ
ラ

ク
へ
の

攻
撃

が

早
ま
る
の
で

は
な
い
か
恐
ろ

し

く
な
る
▼
こ

ん
な
中
で
ア

フ

ガ
ニ
ス

タ
ン

攻
撃
や
イ
ラ

ク
侵
攻
に

反
対
し
て

き
た
民

主
党
の
バ
ー
バ
ラ

ー
リ

ー
下

院
議
員
が
、
7
9％

も
の
得
票

率
で

圧
勝
し

た
と
い

う
。
こ

れ
は
う
れ
し
い

。

「
ヌ
エ
ッ
ク
２
０
０
２

・

全

国

交

流
フ

ェ
ス

テ

ィ

バ

ル

」
が

、
1
0月
2
5日
か
ら
2
7

日

、
埼
玉
県
嵐
山
町
の
ヌ
エ

″
ク
（

独
立
行
政
法
人
国

立

女
性
教
育
会
館
／
大
野
曜
理プ ロ グ ラ ム絵 手 紙 の

際
機
関
で
も
重
要
な
役
割

を

果
た
し
て
い
る

。一

「
軍
隊

を
放
棄
し
た
こ
と

で

多
く
の
も
の
を
得
た
」
と

カ
レ
ン

さ
ん

。

そ
れ
ま
で
の
軍
事
予
算
は

教
育

、
イ
ン
フ
ラ
整
備

、
社

会
保
障
に
回
し
た

。
特
に

教

育
に
は
力

を
い
れ

、
国
家
予

算
の
３
分
の
Ｉ
を
注
き

、
平

和
と
民
主
主
義
と
人
権

が
三

位
一
体
で

あ
る
事
の
教
育

が

行
わ
れ
て
い
る

。

平
和
で
あ
る
た
め
に
は

、

で

あ
る
平
和
外
交
に
奔
走
し

て

い
る

。
一
　

一

／【

コ

ス

‘タ

リ

カ

の

軍

隊

廃

止

の

経

緯

】

1
9
4
8

年
に
行
わ
れ
た

国
勢
選
挙
で

敗
北
し
た
与

党

が
政
権
委
譲

を
拒
否
し

、
内

戦
勃
発

。
わ

ず
か
６
週
間
の

抗
争
で
2
0
0
0

人
の
犠

牲

を
出
し
た
反
省
か
ら

、
勝
利

し

、
暫
定

政
権
の
統
治
評

議

活
動
の
成
果
持
ち
よ
り
交
流

事
長
）
で

開
か
れ
た

。

同
フ

ェ
ス
テ

ィ
バ
ル

は

、

全
国
各
地
で

、
男
女
共
同
参

画

社
会
の
形
成
に
向
け
て
生

涯

学
習
を
行
っ
て

い
る
団
体

や
ク
ル

ー
プ
が
集
ま
り

、
活

動

の

報

告

や

、
成

果

を

発

表
。
ま
た
、
研
修
や
全
国
的

に

交
流
す
る
機
会
と
し
て

、

9
9年
か

ら
行

な

わ

れ
て

い

る

。
実
行
委
員
会
方
式
の
運

営
で

、
全
国
か
ら
集
ま

っ
た

６

人
の

委
員
と
ヌ
エ
ッ
ク
ホ

ラ
ン
テ

ィ
ア
が
構
成

。
１

年

か

け
て
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル
の

企

画
を
行
う
。

今
年
の
テ

ー
マ
は

、
「

踏

民

主
主
義
を
大
切
に
す
る

政

治
が
必
要
。
政
治
は
選

挙
か

ら

と
、
コ

ス
タ
リ
カ
で

は
司

法

、
立
法
、
行
政
か
ら
独

立

し

た
機
関
の
「
選
挙
最

高
裁

判
所
」
が
あ
る

。

孚

ど

も

選

挙
」
も

行

わ

れ
、
３

歳
か
ら
1
5歳
位
ま
で

の

子
ど
も
が

、
自
分
の

考
え

で

大
人
と
同
じ
に
大
統

領
候

補
に

投
票
す
る
こ
と
で

、
民

主

主

義

を

学
ぶ

の

だ

と

言

う
。平
和
を
達
成
す
る
た
め

、

会
議
長
に
な
っ
た
カ
レ
ン

さ

ん
の

夫
、
ホ
セ

ー
フ

ィ
ゲ
ー

レ
ス

氏
は
、
同
年
1
2月
に
軍

隊
廃
止
を
宣
言

。
翌
年
公
布

さ
れ
た
憲
法
1
2条
に

、
「
恒

久
的
制
度
と
し
て
の
軍

隊
は

禁
止
す
る
」
、「
大
陸
間

協
定

に

よ
り
、
も
し
く
は
国

防
の

た

め
に
の
み

、
軍
隊

を
組
織

す
る
こ

と
が
で
き
る
」
こ
と

が
謳
わ
れ
た

。
以
降
6
0
回
に

及
ぶ

憲
法

改
正

が

あ

っ
た

み
た

そ
う
・
わ
か
ち
合
お
う

・
広

げ

よ

う
Ｉ

男

女

共

同

参
画

社
会
－

」
。
3
7都
道

府
県

と
上

海
、
香
港
か
ら
の
参
加

者
も
あ
っ
た

。

初
日

、
「
映
画
の
中
の
ジ

ェ
ン

ダ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
松
本
侑
壬
子
（
十
文
字
学

園
女
子
大
教
授
）
さ
ん
の
講

演
の

後
、
ジ

ェ
ン

ダ

ー

問

題
、
教
育
・
学
習

、
女
性
政

策
な
ど

、
さ
ま
ざ
ま
な
テ

ー

マ
で

自
由
企
画

プ
ロ

グ
ラ
ム

が
館
内
で

展
開

。
フ

ェ
ス
テ

ィ
バ
ル

は
、
ジ

ェ
ン

ダ
ー
問

題
ア

プ
ロ
ー
チ
へ
の
間

口
が

広
い

の
特
長

。
紙
芝
居

、
ア

ス

タ
リ
カ
は

、
人
口
の
３
分

の
１

、
約
１
０

０
万
人
の
ラ

テ
ン

ア
メ
リ
カ
避
難
民

を
受

け
入

れ
て

い
る

。
「
独

裁
国

家
、
軍
事
国
家
か
ら
亡

命
し

て

き
た
彼
ら

が
、
コ
ス

タ
リ

カ
で

民
主
主
義
や
対
話
で
平

和

を

構

築

す
る

こ

と

を

学

び
、
自
国
に
帰
り
そ

う
し
た

運
動
を
始
め
た
こ
と
で

、
中

南
米
に
平
和
が
訪
れ
た

」
。
―

国
の

み
で

平
和
を
維

持
す
る

こ
と

は
で

き
な
い

。
自
国

が

平
和
で

あ
る
た
め
に
は

、
隣

が
、
こ

の
条
文
だ
け
は
不
変

で

あ
り

、
5
0数
年
間
一

度
も

軍
隊
が
組
織
さ
れ
た
こ
と
は

な
い

。
し
か
し

、
現
在
へ
の

道
程
は

、
決
し
て

平
坦

な
も

の
で

は
な
か
っ
た

。
8
0年
代

ニ

カ
ラ

グ
ア

内

戦

が

起
こ

り
、
中
米
諸
国

が
巻
込
ま
れ

た
が

、
コ
ス

タ
リ
カ
は
中

立

宣
言
を
行
い

、
世
界
的
世

論

に
訴
え
る
な
ど

、
平
和
に
よ

る
解
決
を
求
め
て

き
た

。

Ｉ
ト
な

ど
を
通
し
て

ジ
ェ
ン

ダ

ー

を
扱

う

プ

ロ

グ
ラ

ム

も

。政
策
決
定
の

場
に
お
け
る

女

性
を
増
や
す
こ
と
で

、
男

女
共
同
参
画
社
会
実
現
へ
拍

車
を
か

け
よ

う
と
い
う
も
の

も
多
か

っ
た

。

そ
の
ひ
と

つ
「
町
会
議
員

に

な
っ
た
わ
た
し
」（

ヌ
エ
ッ

ク
サ

ポ
ー
ト

ネ

″
卜
）
日
⑦

写
真
囗
は
、
ヌ

エ

″
ク
の
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
で

、
昨
年
の
実

行

委
員
の
ひ

と
り
、
森
田
み

ど
り

さ
ん
が
、
こ

と
し
、
隣

町
の
町

会
議
員
補
欠
選
挙
で

断
ト
ツ

の
得
票
数
で

当
選
し

国
も
平
和
で

な
け
れ

ば
な
ら

な
い

。
そ
れ
を
世
界
に
広

げ

よ

う
と
い

う
遠
大
な
目
標
を

コ

ス

タ
リ

カ

は

持

っ
て

い

る
。子

ど
も
が
聞
い
た
。「
平
和

の
反
対

は
？

」
。
カ
レ

ン
さ
ん

は
、「
単
に
戦
争
が
な
い
状
態

で

は

な

い

。貧

困

、無

知

、暴

もっと政策決定の場へ
た
こ
と
か
ら

、
来
年
の

統
一

地
方
選
挙

を
視
野
に

、
女

性

が
政
策
決
定
の
場
に
出
る
意

味
を
考
え

た
。
「
地
域
社
会

を
変
え
た
い
と
思
っ
た
。
女

性
の
利
益
は

、
女
性
が
主
張

し
な
け
れ
ば
と
思
っ
た
≒

能

力
の
あ
る
女
性
ほ
ど
競
い
合

い

、
足
を
引
っ
張
る

。
男
社

会
の
思
う
つ
ぽ
」
と
選
挙
に

出
る
ま
で

の
経
緯
、
感
想
を

語
っ
た
。

ま

た

、
文

化

活

動

も

多

く

、
絵

手

紙

、
手

す

き

和

紙
、
生
け
花

、
地
域
の
伝
統

芸
能
な
ど
も
披
露
さ
れ
る
な

ど

、
多
彩
な
イ
ベ
ン

ト
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。

●…軍隊をすてた国から…●

コ
ス
タ
リ
カ
の
カ
レ
ン
さ
ん
来
日

「
軍
隊
を
す
て
た
国

」
コ

ス
タ
リ
カ
の
カ
レ
ン

ー
オ
ル

セ
ン

さ
ん
が

、
弁
護
士

、
作

家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

な
ど

の
招
き
で
来
日

。
沖
縄
米
軍

基
地
視
察

、
国
会
議
員
と
の

懇
談

、
学
生
集
会
に
出

席
す

る
な
ど
精
力
的
に
行
動

。
文

化
の
日

の
３

日
に
は

、
子
ど

も
だ
ち
と
都
内
で

対
話
集
会

を
行

っ
た
。
（

於
・
千
代
田

区
日

本
教
育
会
館
）

カ
レ
ン

さ
ん
は
「
平
和
へ

の

意
識
を
、
い

圭
呼

び
起
こ

さ

ね

ば

な

ら

な

い

。
平

和

は

、
言

葉
で

言
う
も
の
で

は

な
く

、
記

憶
の
中
で

学
び

、

日
々
の

生
活
の

中
で

実
践
し

て
い

く
も
の

。
ほ

か
の
国
の

や
り

方
を
た

だ
踏
襲
す
る
の

で
は

な
く

、
自
分
た
ち
自
身

の
や
り
方

を
打
ち

立
て

る
事

が
大
切

。
コ
ス

タ
リ

カ
は
、

戦
争

を
止
め

る
と

宣
言
し

た

国

。
そ
こ
に
至
る

ま
で

は
生

や
さ
し
い
も
の
で

は
な
か
っ

た

。
雨
も

、
嵐
も
吹
き
す
さ

ぶ
よ

う
な
困

難
な
中
で

仕
事

人気の体験学習も

を
し
な
け
れ

ば
な
ら

な
か
っ

た

。
し
か
し

、
5
0年
経
ち
、

自
分
の
決
断
に

満
足
し
て

い

る
」
と

、
平

和

は

自

ら

が

日
々
努
力
し
て

作
り
上

げ
て

い
く
も
の
だ
と

、
参
加

者
に

語
り
か
け
た

。

コ
ス
タ
リ
カ
は

人
口
４
０

０

万
人

。
コ

ー
ヒ

ー
、
バ
ナ

ナ

な

ど

を

一

次

産

品

と

す

る

、中
南
米
の
小

さ
な
国
元

州
と
四
国
を
合
わ
せ
た
ほ

ど

の
面
積
）
だ

。
そ
の
国

が
5
3

年
間
も
非

武
装

を
続
け

、
国

【
カ

レ

ン

さ

ん

プ

ロ

フ

ィ

ー

ル

】

1
9
5
4

年
～
5
8
年
、
7
0

年
～
7
4年
に
か
け
て
フ

ァ
ー

ス

ト

レ

デ

弋

国

連

代

表

団

、
駐
イ
ス
ラ
エ
ル
大

使
、

中
米
紛
争
仲

裁
巡
回
大

使
、

国
会
議
員

、国

民
解
放
党
（
Ｐ

Ｌ
Ｎ
）
女
性

党
員
代
表
な
ど

を
歴
任

。
い
ま

、
コ
ス

タ
リ

カ
人
の
願
い
で

あ
り

、
夫
フ

ィ

ゲ
ー
レ
ス
大

統
領
の

遺
志

東
京
女
性
財
団
の

事
実
上
廃
止
が
決
定

石
原
都
知
事

が
廃
止
の

方

針
を
決
め
て

い
た
「

東
京
女

性
財
団
」
の
評

議
員
会
が
3
1

力

、
残
虐
な

ど
沢
山

あ
る
。

戦
争
に
勝
利

者
は

な
い

、
動

物

、
植
物
な

ど
戦
争
に
よ

っ

て
総
て
を
失

う
」
と

答
え
た
。

日
本
に
も
コ
ス

タ
リ

カ
同

様
に

、
憲
法
９

条
が
あ
り

な

が
ら

、
軍

備
拡
大

を
続
け
て

い
る

。
こ
の

違
い

は
何
だ
ろ

う
か

。

日

開
か
れ
、
石
原
知
事
が
推

せ

ん
す
る
新
理
事
が
選
出
さ

れ
、
財
団
の

廃
止
が

、
事
実

上
決
定
し

た
。

東
京
ウ

″
メ
ン
ス

プ
ラ

ザ

の

運

営

な
ど

を
し

て

い

る

「
東
京
女
性
財
団
」
は

、
プ

ラ

ザ
の
運
営
が
都
に
移
っ
て

か
ら
も
、
一
方
的
通
告
に
承

知
で

き
な
い
と
、
存
続
を
決

定
し

た
ま
ま

、
宙
に
浮
い
た

形
で

今
日

に
至
っ
て

い
た
。

「
東
京
女
性
財
団
の
あ
り

方
を
考
え
る
会
」
は
都
の
廃

止
方
針
決
定
以

来
の
問
題
点

を
声
明
に
し

、
発
表
。

①
赤
字
の
監
理
団
体
整
理

の
中
で

、
真
先
に
男
女
平
等

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い

る
女
性
財
団
を
廃
止
の
対
象

に
し
た
こ

と

。

②
都
民
だ
け
で

な
く
全
国

の
女
性
か
ら
廃
止
反
対
の
声

が
あ
が
っ
た

が
無
視

、
一
方

的
に
廃
止
を
決
め
た

。

③
１
年
余
に
わ
た
り
、
都

の
男
女
平
等
政
策
に
対
す
る

姿
勢
を
問
い
か
け
た
が
、
都

は
な
ん
ら
答
え
る
こ
と
が
な

か
っ
た
。

同
会
は

、
都
の
男
女
平
等

政
策
に
対
し

、
今
後
厳
し

く

監
視
す
る
と
言
っ
て

い
る
。

ニ
ュ
ー
ス
く
り
つ
ぷ

・

東
京
大
気
汚
染
訴
訟
国

に
賠
償
命
令

都
内
の
喘
息
患
者
が

、
排

気
ガ
ス

に
よ
る
健
康
被
害
で

自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
都

、
首

都
高
速
道
路
公
団
を
訴
え
た

「
東
京
大
気
汚
染
訴
訟
」
で

2
9日

、
東
京
高
裁
は

、
国

、

都
、
公
団
に

、
７

人
へ
損
害

賠
償
と
し
て
7
9
2
0

万
円

の

支
払
い

を
命
じ
た

。

・

憲
法
調
査
会
改
憲
志
向

打
ち
出
す

衆
院
憲
法
調
査
会
（
中
山

太

郎
会
長

）
は
１
日

、
議
論

を
整
理
し
た
中

間
報
告
書
を

提
出

。共

産
、
社
民
両

党
委
員

●
・・・
訂
平

・
●

「

広

島

発
日

大

庭

里

美
」
1
0月
2
0日
号
「

国
際
宇

宙
平
和
週

間
」
の

記
事
中

、

イ
ラ

ク
な
ど
に

投
下

さ
れ
た

劣
化
ウ
ラ
ン
の
量

を
、
一
桁

少
な
く
書
き
ま
し
た

。
正
し

く
は
３
０
０
～
８
０
０
ト

ン

で
し
た

。

こ
の

数
字
は
、
ア

メ
リ

カ

は
批
判
、
反
対
。（
1
0、
Ｈ
日

）
　

向

。
失
業
者
の
増
大
で

財
政

・

雇
用
保
険
料
ま
た
値
上
　

困
難
と
。
今
年
1
0月
に
も
あ

げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

げ
た
ば
か
り

。
２

年
で
２

倍

厚
生
労
働
省
は

、
雇
用
保
　

の
引
き
上
げ

。

険
料
を
１

・
４
％

か
ら
１

・
　
　
・

米
中
間
選
挙
共
和
党
圧

６
％

に

引

き

上

げ
た

い

意
　

勝

の

ヘ
レ
ン

ー
カ
ル

デ
ィ
コ

ッ

ト

博
士
が
、
1
0月
２

日
の

。

『
ホ
ル
テ

ィ
モ

ア

ー
サ
ン
』

紙
で

明
ら
か
に
し
た
も
の
で

す
。な
お
、
劣
化
ウ
ラ

ン
が
ど

ん
な
も
の
か
よ
く
わ
か
ら
な

い

と
い
う
質
問
を
よ
く
受
け

ま
す
。
こ

れ
は
、
核
分
裂
性

成
分
で

あ
る
ウ
ラ
ン
２
３
５

を
富
化
（

濃
縮
）
と
よ
ば
れ

る
工
程
を
通
し
て

除
去
す
る

こ
と
を
指
し
ま
す

。
除
去
し

て

残
っ
た
ウ
ラ
ン
２
３
８

の

密
度
は

、
鉛
の
１

・
７

倍
、

対
戦
車
に
使
わ
れ
る
と
、
戦

車
の
装
甲
を
ナ
イ
フ
で

バ
タ

ー
を
切
る
よ
う
に
切
り
裂
く

ほ
ど

。
自
然
発
火
性
が
あ
り

ま
す

。
陽
子
２

個
と
中
性
子

上
、
下

院
と
も

共
和
党

が

圧
勝
中
間
選
挙
の
与

党
と
し

て

異
例
の

躍
進
。
ブ
ッ
シ
ュ

政
権
強
固
に

。
し
か
し

、
民

主
党
バ
ー
バ
ラ

ー
リ

ー
議
員

は
圧
勝
再
選
。
（
５
日
）
。

２

個
で

構
成
さ
れ
、
ア
ル
フ

ァ
粒
子
を
放
出
。
潜
在
的
発

ガ
ン
性
が
あ
り
ま

す
。
半
減

期
は
4
5億
年
、
半

永
久
的
に

放

射

能
の

影

響

が

あ
り

ま

す
。
子
ど
も
は
成
人
の
1
0倍

放
射
能
に

敏
感
で

、
イ
ラ
ク

で

は
小
児
ガ
ン

、
小
児
白

血

病
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
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「
教

育

基

本

法

」
が
危

な

い

っ

’・

憲
法
「
改
正
」
へ
の
足
が
か
り

中

央
教
育

審
議

会
が
先
に

明
ら
か
に
し
た
教

育
基
本
法

見
直
し
に
向
け
た
中

間
報
告

素
案
は

、
「
改
正
」

を
明

確

に
打
ち
出
し

、
国

を
愛
す
る

心
（
当
初

、
愛
国
心
と
い

っ

て
い
た
の
を
言
い
換
え
た

）

を

全

面

に

打

ち

出
し

て

い

る

。
自
民
党

麻
生
政
調
会
長

は
早
速
全
国
の
県

連
に

、「
改

正
」
の
機
運

を
高
め
る
運
動

を

展

開

す

る

よ

う

支

持
し

た

。改
正
案
は

戦
前
の

、
国

家

の
た
め
の
教
育
へ
の

回
帰
で

は
な
い
か

。
教
育

基
本
法

を

真
剣
に
考
え

、
「
改
正
」
反

対
に
取
り
組
む
動
き
も
活
発

に
な
り
始
め
た

。

Ｈ
月
４
日

、
東
京

都
杉
並

区
の
教
組

、
杉
並
の

教
育

を

考
え
る
み
ん
な
の
会

な
ど

が

開
い

た
「
教
育
基
本
法

改
悪

反

対

杉

並
大

集

会
」
か

ら

こ

の
日
は

、
埼
玉
大

学
名

誉
教
授
・
暉
峻
淑
子

さ
ん
の

講
演
で

始
ま

っ
た

。

暉
峻
さ
ん
は

、
戦

前
の
教

育
は

、
天
皇
の
た
め
に
死
ぬ

た
め
の
教
育
で

、
そ
の
テ
キ

ス
ト

が
教
育
勅
語
だ

っ
た

。

戦
後

、
新
憲
法
に
よ
り

、
人

と
し
て

「
生
き
る
た
め
の
教

育
」
へ
と
大
転
換
し
た

。
そ

の

憲
法
の
理
想
を
実
現
す
る

の

が
教
育
の
力
で

あ
り

、
新

し
い

日
本
の
教
育
を
確
立
す

る
た
め
に

、
教
育
基
本
法
が

出

来
た
、
と
歴
史
か
ら
語
り

始
め
た
。

な
ぜ
こ

の
基
本
法
を
「
改

正

」
し

た
い

か
。
「
憲
法
改

正
の

た
め
に
ま
ず
教
育
基
本

法

を
変
え
た
い
。
基
本
法
改

正

は
国
会
議
員
の
半
数
の
賛

成
で
で

き
る

。
次
の
狙
い
は

憲
法
だ
」
。

「
基
本
法
改
悪
の
先
取
り

の

よ

う

な

道

徳
の

副

教

材

『
こ

の
ノ

ー
ト
』
が
全
生
徒

に
配

ら
れ
て

い
る
」

「
改
正

の
ね
ら
い
は

、
競

争
に

勝
ち
抜
く
少
数
の
エ
リ

ー
ト

を
つ
く
る
教
育
だ

。
大

勢
の

醤

通
の
子

”
に
は
金

を
使
わ
な
い

。
こ

う
し
た
考

え
は
以

前
か
ら
あ
っ
た
が

、

前
は

あ
け
す
け
に

言
え
な
か

っ
た

。
今
、
出
来
な
い
子
は

実
直
に

生
き
ろ
、
な
ど
と

、

公

然
と
言
う
」
。
と
あ
つ
く
語

っ
た

。
参
加
者
か
ら
拍
手
が
出
る

と

、
暉
峻
さ
ん
は
「
拍
手
は

い
い

か
ら

、
今
日

参
加
し
た

方
は

、
せ

め
て
３

人
の
友
達

に

、
教
育
基
本
法
の
こ
と
を

楽 しむ 美 し い リ ゾ ッ ト秋 の 風 味 を

米　　　　　　　　　　　　　　　 １Ｃ

長ネ ギ　　　　　　　　　　lQcm

バ タ ー　　　　　　　　 大 さじ ２

サフ ラン　　　　　　　 小 さじ 垢

水　　　　　　　　　　　　　　 ３Ｃ

ブ イヨン キ ュ ーブ　　　　　 １個

エ リン ギ （小 ）　　　　　　 ２本

マ ッシ ュル ーム　　　　　 １パ ック

生 シ イタ ケ　　　　　　　　　 １枚

シメ ジ　　　　　　　　　 騷パ ック

エ ノキ ダケ　　　　　　　　 嗹袋

塩　　　　　　　　　 小 さヽ じ ‰強

粗挽 きブ ラ ック ペ パ ー　 小 さじ ‰

カ イエン ペ パ ー　　　 小 さ じ　 垢

パルミジャーノ・レッジャーノ　　　　適宜

話
し
て
欲
し
い

。
改
悪

さ
れ

た
ら

戦
前
の

教
育
に
戻

っ
て

し
ま

う
」
と
訴
え
た

。

杉

並
区
で
は

学
校
希
望
制

や

、
民
間
人

校
長

な
ど
が
進

め
ら
れ
て

い
る

。
東
京
都
で

は
「

都
立
高

校
改
革
」
と
し

て

高

校
を
エ
リ

ー
ト

校
・

中

堅
校
・
教
育
課
題

校
に

差
別

化

。
定
時
制

を
つ
ぶ
し

、
大

規
模
校
に
統

合
す
る

計
画

が

進
行
中

。
教

育
基

本
法

改
悪

先
取
り
の
事
態
で

あ
る
と

、

具

体

的

な

懸

念

が
語

ら

れ

た

。最

後

に

教

育

基

本

法

改

悪

、
憲
法
改
悪
反
対
の
ア

ピ

ー
ル

を
出
し
た

。

匸

屆
に
瀕
口

キ
ノ
コ

が
美
味
し
い
季

節
に
な
り
ま
し
た

。
キ
ノ

コ

は
森
林
に
生
え
る
「
木

の
子
」
か
ら
と
い
わ
れ
て

い
ま
す

。
ほ
と
ん
ど
が
水

分
で

す
が
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ

と
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
２

、
無
機

質
を
含
ん
で

い
ま
す

。

今
回
は
、
秋
の
味
覚
の

エ
ーぢ

ヨ
ず

ｙ

ｙ

ひ
と
つ

、
キ
ノ
コ

を
ふ
ん

だ

ん
に

使

っ
た

リ
ソ

ッ

ト

。
エ

リ
ン

ギ
や
エ

ノ
キ

ダ
ケ
の

歯
ご
た
え
、
マ
ッ

シ
ュ
ル

ー
ム

の
旨
み

、
シ

メ
ジ
や
シ
イ

タ
ケ
の
香
り

を
生
か
し

、
サ
フ
ラ
ン
で

美
し
い

黄
色
に
仕
上
げ
た

美
味
し
い

一
品
で

す
。

使
用
ス

パ
イ
ス

は
サ
フ

ラ
ン

、
粗
挽
き
ブ
ラ

ッ
ク

ペ
パ
ー
、
カ
イ
エ
ン

ペ
パ

杉並で集会

で 講 演 す る 暉 峻 淑 子 さ ん集 会

世

界
1
0

か

国

か

ら

専

門

家

招

き

－

Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｒ

「
反

差
別
国
際
運
動
」Ｔ

Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｒ

）
は

、
Ｈ
月
2
0日

か

ら
2
4日

ま
で

・
松
本
治

一

郎
記
念
会
館
で

「
反
差
別

・

人

権
　

国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

／

講
演
会
」
を
行
う
。
世
界

1
0力
国

か
ら
活
動
家

、
専
門

家
2
0人

が
参
加
す
る
。

▽
2
0
日

困
1
8
時
3
0
分

「
グ
ァ
テ

マ
ラ

最
新
調
査
報

告
と
世

界
の
先
住
民
族
の
今

後
」
ロ
ド
ル
フ

ォ

ー
ス

タ

ー

ベ
ン
（

Ｉ

ゲ
ン
（

メ
キ
シ
コ

大
大

学
院
教
授
）
。
▽
2
2日
㈲

1
8時
3
0分
　

シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

「
紛
争
予

防
・
解
決
と
マ
イ

ノ
リ
テ

ィ
の

権
利
」
基
調
報

告
・：
Ｒ

・
ス

タ
ー
ベ
ン
（

Ｉ

ゲ
ン

、
コ

メ
ン
テ

ー
タ
ー

…

ニ
マ
ル

カ

ー
フ

ェ
ル

ナ
ン

ド

『
ヌ

エ

ッ

ク
Ｎ
ｅ
ｗ

ｓ

』
最
新
号
（
9
9
号
）

が

で

き
ま
し
た
！

『
ヌ

エ

ッ

ク
Ｎ
ｅ
ｗ

ｓ

』
は

、
ヌ
エ
ッ
ク
で

行

う
事
業
や
女
性
教
育
関

連

の
事
業
を
紹
介
す
る
広

報

紙
で

、
年
間
４

回
発
行
し

最新号出 ました、

て
い

ま
す
。

9
9号
の

主
な
内
容
は
＝
・

○
ヌ
エ

ッ
ク
の
総
合
テ

ー
マ

「
男
女
共
同
参
画
社

会
の

形

成

を

目

指

し

た

『
学
び
』
と

『
活
動
』
」
に

つ
い
て

、
筑
波
大
学
教
授

・
門

脇
厚

司
さ
ん
か
ら
の

ヌエツクＩＳｙ
，心 ，･一 一 ・●

ja 笳:
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7翌辷こ了卜 西 谷卜 二

（
ス
リ
ラ
ン
カ

）
、マ
リ

オ

ー

ユ

ー
ツ

″
ス

、
　（
ア
ル

ゼ
ン

テ

ィ
ン

）
、コ

ー
デ
ィ
ネ

ー
タ

１

…
武
者
小

路
公
秀
。
▽
2
3

日
倒
1
8時
　

「

少
数
民
族
口

マ
の
真

実
」

ジ
ャ
ッ

ク

ー
デ

ひ
と
こ

と

○

本
紙
で
紹
介
の

「
ヌ

エ
ッ
ク
2
0
0
2
　

全
国

交
流
フ

ェ
ス
テ

ィ
バ
ル

」

な
ど

、
研

修
・
交

流
事
業

の
予
告
・

参
加
者

募
集
お

よ

び
実

施
し
た
事

業
の

報

告
○
調

査
研
究
事

業
の

報

告

、
男
女

共
同
参
画
・

女

ル
フ

ェ
ル

ド
（
ド
イ
ツ

）
。▽

2
4日
㈲
1
3時
　

「
ア

ジ
ア

ー

ア
フ

リ
カ
の
非
差
別
民

・
被

性
教
育
関
連
用
語
の
説
明

○
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
更

新
状
況
な
ど
、
最
新
の
情

報
事
業
の
紹
介

○
ヌ
エ
ッ
ク
ホ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
活
動
紹
介
な
ど
で
す
。

と

ま
た
、
お
知
ら
せ

欄
に

は
、
館
外
の
活
動

、
利
用

グ
ル

ー
プ
の
紹
介

、
利
用

案
内
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て

い

ま
す
。

『
ヌ

エ

ッ

ク
Ｎ

ｅ
ｗ

ｓ

』
は
、
各
都
道
府
県
の

差
別
カ
ー
ス
ト
」
ス

ピ
ー
カ

ー
・：
バ
ク
ヮ

ン

ー
ダ
ス

マ

ン

ド
）
、ブ
ル

ナ
ド

ー
ナ
テ

ィ

教
育
委
員
会
や
女
性
関

連

施
設
、
女
性
団
体
な
ど
で

御
覧
い

た
だ
け
ま
す
が

、

郵
送
料
を
お
送
り
い
た
だ

け
れ
ば
、
直
接

、
お
届
け

い

た
し

ま
す
の
で

お
問
い

合
わ
せ
下

さ
い

。
（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も

『
ヌ
エ
ッ

ク
Ｎ

ｅ
ｗ
ｓ
』
が
御
覧
い

た
だ
け

ま
す
。
・・・
△
）

独立 行政 法人

国 立 女 性教育 会館( ヌ エ ック)

〒355 ―0292 埼 玉 県 比企 郡

嵐山 町 大字菅 谷728 番 地

酋0493･62･6711  (代)

Ｕ Ｒ Ｌ ｈttｐ  yｗｗｗ.nwec.jp

E-mail ■webmaster@nwec.jp

サ
ン

（
イ
ン
ド
）
、他

。
参
加

費
…
2
0、
2
3日
８

０
０
円

、

2
2、
2
4囗
1
2
0
0

円

。

Empowered by Innovation l
丶I Ｅ Ｃ

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
＆
モ
バ
イ
ル
で

明
日
を
ひ
ら
く
。

映像をはじめとする大量の情報を、

いつでも、どこにいても、瞬時にやりとりできる。

ブロードバンド＆モバイル インターネットが、

社会を大きく変えようとしている､今。

ＮＥＣは、その可能性をひろげ、人々の創造性を豊かにし、

ビジネスをさらに発展させる新しいサービスやソリューションを

次々とカタチにしています。

BIGL 魯ＢＥイ ン タ ー ネ ット ビ ジ ネ ス、ビ ッ グ ロ ー 戈
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1
1
月
1
1

日

⑤

◆
多
様
化
す
る
働
き
方
と
雇

用
問
題

1
4時
　
1
2日
㈹
、
1
3日
水
と

も
全
３
回
　
足
立
区
勤
労
福
祉

授
）
、
中

重
克

巳
（
弁

護
古

無
料
　
5
0
名

主
催

・
申
込
み

・・
・
都
王
子

労

政
事
務

所

啻
0
3・

３
９

０
０

・
0
1
1
7

普
及

係

1
1
月
1
5

日

斜ぐ

会
館
（
地
・
綾
瀬
駅
３
分
）
　
　
　

◆
性
と
か
ら
だ
を
見
つ
め
直

平
田
秀

光
（
相

模
女
子
大

教
　
す

サ
フ
ラ
ン
の
色
と

香
り
で
仕
上

げ
る

１

。
サ
フ
ラ
ン

は
ク
ロ
ッ

カ
ス

の
仲
間
で

、
秋
に
咲

く

花
の

雌
し

べ

を

収

穫

し

、
乾

燥

さ
せ

た

も

の

で

、
黄
色
の
着
色
作
用
と

香
り

を
楽
し

む
ス

パ
イ
ス

で

す
。
黄
色
の
色
素
成
分

は

、
水
か

湯
に

溶
け
易
い

の
で

色
出
し
し
て

使
う
と

効
果
的
で

す
（

油
に
は
溶

け
ま
せ

ん
）
。
カ
イ
エ
ン

ペ

パ

ー
は

、
味
を
ひ

き
し
め

る
目

的
で

す
か
ら

使
用
量

は

少

量

が
良

い

で

し

ょ

う

。【

作
り
方
】

①
サ

フ

ラ

ン

水

を

作

る

。
サ
フ
ラ
ン

を
３

カ
ッ

プ
の

水
、
ま
た
は
湯
に
3
0

分
以
上

つ
け
、
黄
色
く
色

だ
し

を
す
る
。

②
長
ネ
ギ
は
み
じ
ん
切

り

、
エ
リ
ン

ギ
、
マ
ッ
シ

ュ
ル

ー
ム
、
生
シ
イ
タ
ケ

は
Ｉ
セ
ン
チ

角
、
シ
メ
ジ

は
石

突
き
を
取
り
小
房
に

分
け

、
エ
ノ

キ
ダ
ケ
は
３

等
分
に
切

る
。

③
厚
手
の

鍋
に

バ
タ
ー

を
熱
し

、
長
ネ
ギ
が
し

ん

な
り

す
る
ま
で

炒
め
、
米

（

洗
わ

な
い

）
を
加
え
て

炒
め
る

。

④
米

が
半
透
明
に
な
っ

た
ら

、
サ
フ
ラ
ン

水
を
注

ぎ
入
れ

、
ブ
イ

ヨ
ン

キ
ュ

ー
ブ
、
塩
を
加

え
、
中
火

で
1
5分

煮

る

。
き

の

こ

類

、
粗

挽
き
ブ
ラ

ッ
ク
ペ

パ

ー
、
カ
イ
エ
ン

ペ
パ
ー

を
加
え

、
５
分

煮
込
む

。

仕
上

げ
に

、
パ
ル
ミ

ジ
ャ

ー
ノ

ー
レ

ッ
ジ
ャ
ー
ノ

を

加
え
る

。

（

資
料

提
供
・
ラ
イ
オ
ン

家
庭

科
学
研
究
所
／
料
理

指

導
・

園
田
匕
囗
子
）

1
8 時
　

目

黒

区

女

性

情

報

セ

ン

タ

ー
　

「

婦

人

科

っ
て

ど

ん

な

と

こ

ろ

？

」
、
2
1日
「

Ｅ

Ｄ
（

男

性

機

能

低

下

）

に

見

る

現

代

社

会

」
、
2
9日

「

性

を

話

す

」
　

申

込

み

・・・
電

話

で

同

セ

ン

タ
エ

一一

0
3・

５

７

２

１

・
8
5
7
0

◆

私

は

こ

う

し

て

議

員

に

な

り

ま

し

た

1
8 時
　

女

性

連

帯

基

金

事

務

所

（

垉

・

春

日

駅
５

分

）
　

名

取
み

さ
子

（
日
野

市
議

）
、
1
2月

６
日

・
中

嶋
里

美
（
元

所
沢
市

議

）
、１

月
７

日

・
中
田

京
（
松

戸

市
議
）
　

３
回
１

万
5
0
0

0
円

（
１
回
6
0
0
0

円

）

申

込
み
・
・・
同
基

金
脆

ツ

５
８

０

５

・
0
0
3
0

◆
家
族

幻
想
～

ポ
ス
ト

モ

ダ

ン

フ
ァ
ミ
リ

ー

を
探
る

1
8時
3
0分

、
2
2日

濔

、
2
9日

㈲
と

も
　

川

崎
市

男
女
共

同
参

画
セ
ン

タ

ー
（
東

急
・
溝

の

囗

駅
1
2
分
）
　

土
場
学

（
東

京
工

大

大

学

院

助

教

授
）
、
蔦

森

樹

（
作

家
）
他

無
料

申

込
み

・

問
合
せ
・・
・
同
セ
ン

タ
亠

Ｘ
Ｏ

４

４

・
８

１
３

・
０
８

０
（
χ
）

◆

政
治
で

つ
な

ぐ
世
界

の
若

者

1
5日
1
9
時

～
1
7日

㈲
1
6
時
ま

で
　

オ
リ
ン

ピ

″
ク
記

念
青
少

年
セ
ン

タ
ー

（
小
田

急

、
参
宮

橋
駅

下
車

）
1
6日
出
1
3
時
3
0
分

国

際
シ
ン

ポ
　

ジ
ェ
フ
リ

ー

・

ダ
ン

ケ
ル

（
米

・
マ
ウ
ン

ト

カ
ー

ボ
ン

町

長
1
9歳

）
、
ベ
ア

ト

リ

ス

ー
シ

ュ

ッ

ト

（
独

・
1
6

歳
）

他

シ

ン

ポ
2
0
0
0

円

、
シ
ン

ポ
以

外
1
0
0
0

円

主

催
・
申

込
み
…
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法

人
Ｒ
ｉ

Ｓ
ｈ

ｔ

Ｓ
７

鴿
0
3
・

３

７
９
６

・
0
8
2
9

｀

1
1月
1
6日
圉

◆

女
性
の

安
全
と

健
康
の

た

め
の

支
援
教

育
セ
ン

タ
ー
研

修

1
0時
　
1
7
日

㈲
９

時
3
0分

明

治

乳
業
ビ
ル

ホ
ー
ル
　

垉
・

東
陽
町
駅
３

分
）
　
テ

ー
マ
「
支

援
者
と
し
て

の

成
長
」
　

講

師

…
口
上

フ

ー
ヴ
ァ
ン

ー
ダ
ヌ

ー

ト

他
　

暴
力
被

害
に

あ
っ
た

女

性
や
子

ど
も
へ
の

支

援
専
門

家

養

成

講

座

３

万

円
（
コ

ー

ス

）
、
6
0
0
0

円
（
一
コ

マ

）

申
込
み
・・
・
同
セ
ン

タ

上

幽
0
3

・
５
６

８
４

・
1
4
1
9

乙

◆
自
立

す

る
家
族

「
私
」

を

主

語
に
し

て
生

き
る

1
3時
3
0
分
　

と

ち
ぎ

女
性
セ

ン

タ
ー
（

宇
都
宮

駅
か

ら
日
光

行
き

バ
ス
3
0
分

）
　

海
原

純
子

（
医

博
）
　

主
催
・
：
同
セ

ン
タ

ー

四
〇
２
８

・
６
６

５

・
７
７

◆
女
性

へ
の
暴

力
を

生
み

出

す

根
底
に

あ
る
も

の

1
3時
3
0
分
　
　

杉
並
区

立
産

業
商
工

会
館

（
Ｊ
Ｒ

・
阿

佐
ヶ

谷
駅
南

口
５

分
）
　

川
田

文
子

フ

ン

フ

ィ
ク
シ

ョ
ン
作

家
）

問
合
せ
・：
ジ

ェ
ン

ダ

ー
フ

リ

ー
の

社
会
を

め
ざ

す
杉

並
市
民

フ

ォ
上

フ
ム

啻
0
3・
３
３

３
４

・
6
6
5
6

東
本

◆
福

島

瑞
穂
と

市
民

の
政
治

ス

ク
ー
ル

1
4 時
　

フ

ォ
上

フ
ム
よ
こ

は

ま
（
桜

木
町

・
ラ
ン

ド
マ

ー
ク

タ
ワ

ー
1
3
F
）
　
テ

ー
マ
・
・・「
有

事
法
制

」
は

何
を
ね

ら

っ
て

い

る

か

水

島

朝

穂
（

早

大

教

授
）
　
1
0
0
0

円
　

主

催
・
：

同
実
行

委
｛
Ｊ
０

４
５

・
６
８

１

・
り
４
ｒａ
冖
０
１

◆
佐

多
稲

子
の
世

界
～

戦
時

下
を
中

心
に

1
4時
　

文

京
区
民
セ

ン

タ
ー

（
垉

・
春
日

駅
す
ぐ

）
　

長
谷

川

啓
（

城

西

大

女

子

短

大

教

授
）
　
1
0
0
0

円
　

主

催
・
：

現

代
女

性
文

化
研
究

所

啻
0
3・

3
8
4
1

一
８

５
２
ｎ
乙

◆
‐

Ｔ

が
拓
く
女

性
の

時
代

1
4 時
　

津
田

ホ
ー
ル

（
Ｊ
Ｒ

・
千
駄

谷
駅

前
）
　
　
「
わ

が
国

の

働
ぐ

女
性
の

現
状
と

課

題
」

岩

田
喜

美
枝

（
厚
労

省
児
童

家

庭
局
長

）
、
パ
ネ
ル
・
：
清

水
裕

子

（
富
士

通
）
、
荒

真
理

（
日

本
Ｉ

Ｂ
Ｍ

）
、
内
海
房

子
（
Ｎ

Ｅ
Ｃ

）

Ｉ

Ｑ
）０
０

円
丶

学

生
1
0
0

0
円

主
催
・
＝
津
田

塾
盒

。
0
3

・
３

４
０
２

・
８
８

３
ワ
｀

‥日

月
1
7

日

商

◆
地
方
か
ら
政
治
を
変
え
る

Ｉ
「
長
野
モ
デ
ル
」
を
全
国
へ

1
3時
1
5分
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

記
念
青
少
年
セ
ン
タ
ー
　
田
中

康
夫
（
長
野
県
知
事
）
他
　
Ｉ

５

０
０

円
　

主
催
＝
瓧

と

緑
の

５
０
０

人
リ

ス
ト

運
動

昔
０

５

４

・
２

０
９

・
5
6
7
0

◆

女
性

作
曲
家
の

こ
と

知

つ

て
い

ま

す
か
？

1
3 時
3
0
分

港
区

男
女
平

等

参
画
セ

ン

タ
ー
（

Ｊ
Ｒ

・
田

町

駅
前

）
　

小
林
緑
（

国
立

音
楽

大
）
　

７

０
０

円
　

主
催

＝
・
ジ

ェ
ン

ダ
ー
に

敏
感
な

学
習

を
考

え
る

会
７

篩
0
3
・
５

４
４
４

・
ｎ
ｊ
ｒａ
ｇ
）
戸０

1
1月
1
9日
㈹

◆
水
俣

セ
ミ

ナ

ー
　
映
画

「
医
学
と
し
て
の
水
俣
病
、
病

理
、
病
像
編
」

1
9時
　
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
オ
フ
ィ
ス
（
垉
・
表
参
道

駅
７
分
）
　
1
0
0
0

円
　
主

催
＝
水

俣
フ
ォ
上
フ
ム
＆
0
3・

３
２
０
８
・
3
0
5
1

1
1
月
2
0

日

吉

◆

世
界
の

花
の

旅

シ
リ
ー

ズ

南
ア

フ
リ

カ
の

花

々

1
3時
3
0
分
　

東
京
Ｙ
ｗ
ｃ

Ａ

砂
土
原
セ

ン

タ
ー
（

市

ヶ
谷

駅

５

分
）
　

柳

宗
民
（

園

芸
文
化

協
会
評

議

員
）
　
1
5
0
0

円

申
込
み
・
＝
同
セ
ン

タ

亠
J
0
3

一
3
2
6
8

一
4
4
5
1

◆
既

に
戦

時
体

制
の
日

本

と

民
族
差

別

1
8 時
3
0
分

足

立
区
こ

ど

も

家
庭
支

援
セ
ン
タ

ー
（

綾
瀬
駅

５

分
）「

民
族
抹
殺

攻
撃
の

戦

前

戦

後
」「
『
在

日
』
の

立

場

か

ら
≒

日

本
人
労
働

者
の

立
場
か

ら

」
ほ
か

５
０
０

円

問

合

せ

…
オ

ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス

の

会

四
0
3一
3
8
8
8

一
8
2
3
1

森
下

、
小

林
（
呼

び
出
し

）

◆
第
２

回

「
寺

小
屋

・
Ｎ

Ｐ

○

マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」

1
8時
3
0
分
　

Ｎ
Ｐ
ｏ

事
業
サ

ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
　

テ

ー
マ
・：

自

治
体
と
Ｎ

Ｐ
ｏ

の

協

働
の
あ

り

方
　
　

和
久
井

良
一
　（

さ
わ

や

か
福
祉

財
団
）
　
1
5
0
0

円
　

申
込

み
・
＝
同
セ

ン

タ
亠
J

0
3・
５

７
７

５
・
7
9
6
1

ｍ

。刪
2
1日
困

◆
グ

ロ
ー

バ
ル

化
と

オ
ーフ
ン

ダ
の
福

祉
国

家
～

ケ
ア
に

お
け

る
私
的
領
域
と
公
的
領
域
の
問

題
を
め
ぐ
っ
て

川

割

⑤

1
7時
　

お
茶

の
水

女
子
大

理
　
　

◆

男
の
気

持
ち

を
語
り

ま
せ

学
部
３

号
館
　

カ
ル
ラ

ー
リ

。

ん
か

セ

ー

ウ
（

蘭
・
ラ

イ

デ

ン

大
　
　
1
3

時
3
0分
　

大
阪

市
立
総

合

学
）
、
コ

メ
ン
テ

ー
タ

ー
・

久
場
　

生
涯

学
習
セ
ン

タ

ー
（

大
阪

駅

嬉
子
（

竜
谷
大

）
　

主
催

・
申
　

前
第
２

ビ
ル
５
Ｆ

）
　

ビ

デ
オ

込
み
・
：
お
茶
の

水
女
子

大

ジ

ェ

ン

ダ
ー
研

究
セ
ン

タ

ー
　

公

開

シ
ン

ポ
事
務

局
隰
0
3
・
５
９
７

（
χ
）
・
Ｑ
）（
χ
）４

叭
）

◆

ピ
ー
ス

デ
ポ

「
在
日

米
軍

／

ミ

サ
イ
ル

防
衛
」

出
版

記
念

講
演
会

1
8 時
3
0
分
　

早
稲
田

奉

仕
園

（

地
・

早
稲
田

駅
５

分
）
　

梅

林
宏
道
（

ピ

ー
ス

デ
ポ
代

表
）
、

デ

ー

ビ

ッ

ド

ー
ク

リ

ー

ガ

ー

（

核
時
代

平
和

財
団

所
長

）
1

0
0
0

円
（

当
日
1
5
0
0

円

）

申
込
み

＝
・
ピ
ー
ス

デ
ヱ

－
０

４
５

・
５

６
３

・
5
1
0
1

‥
目

月
2
2

日

世

◆

み

な

と

Ｎ

Ｐ

Ｏ
（

ウ

ス

・

オ

ー

プ

ニ

ン

グ

記

念

イ

ベ
ン

ト

1
5 時
　

み

な

と

Ｎ

Ｐ

Ｏ
（

ウ

ス
　

小

山

内

美

江

子

（

Ｊ

Ｈ

Ｐ

学

校

を

作

る

会

代

表

）

他
　

問

合

せ
・
・
・
Ｎ

Ｐ

Ｏ

事

業

サ

ポ

ー

ト

セ

ン

タ

１

昔
0
3
・

５

７

７

５

・

７

Ｑ
Ｘ
り
Ｉ
　

山

根

◆

健

康

、

そ

し

て

福

祉

に

つ

い

て

思

う

こ

と

1
7 時
3
0
分
　

早

稲

田

奉

仕

園

セ

ミ

ナ

ー
（

ウ

ス
　

新

井

俊

雄

（

囲

ち

く

ま

理

事

長

）
　

主

催

・

問

合

せ
・
・
大

竹

財

団
｛

。
0
3・

３

２

７

２

・
3
9
0
0

◆

小

泉

改

革

Ｎ

Ｏ
－
・
非

正

規

労

働

者

の

権

利

確

立

を

め

ざ

す

秋

の

共

同

行

助

Ｈ

時
3
0
分

厚

生

労

働

省

前

集

会
↓

要

請

・

郵

政

事

業

庁

ほ

か

連

絡
・：

有

期

雇

用

労

働

者

権

利

ネ

″
ト

ワ

ー

ク

’一一
0
3
・

３

４

３

４

・
0
6
6
9

◆

弁

護

士

報

酬

の

敗

訴

者

負

担

に

反

対

す

る

集

い

1
8
時
　

弁

護

士

会

館

（

垉

・

霞

ヶ

関

駅

Ｂ

Ｉ

出

口

）

丸

山

和

也

（

弁

護

古

、
住

田

裕

子

（

同

）
、
北

村

晴

男

（

同

）
、
伊

藤

芳

朗

（

同

）
、
木

村

晋

介

（

同

）

主

催

…

日

本

弁

護

士

連

合

会

雪
0
3
・

３

５

８

０

・
9
8
4
1

「
あ
な

た
の
居

場
所

は
あ
り

圭

す

か
」
　

連
絡

…
無

料
　

メ

ン

ス
セ

ン

タ
ー

四
〇
９
０

・
3
8

4
7

一
6
1
9
0

◆

「
匕

ノ

マ

ル

・
牛

ミ

ガ

ヨ
」
は

遠
慮

な
く

や
っ
て

く
る

1
3時
3
0
分
　

茗
台
区

民

プ
ラ

ザ
（
地

・
若
荷

谷
駅

下
車
）

吉

岡
忍
（
作

家
）
、
市
野
宗

彦
（

グ

ル

ー
プ

多
摩
じ

ま
ん

）
　

主

催

＝
・
「
日
の

丸

・
君

が
代

」
強

制

反

対
の

意
思
表
示

の

会

｀
＆
隰

0
3一
５

２

１

５

・

５

９

８

Ｑ
）

（

市
民

の
ひ
ろ

ば
気
付

）

◆
フ

ラ
ン
ス

の
家

族
は
今

1
3 時
3
0
分
　

こ

ど

も

の

城

（

地

・

表

参

道

駅

７

分

）
　

浅

野

素

女

（

在

仏

）
　

主

催

…

な

く

そ

う

戸

籍

と

婚

外

子

差

別

・

交

流

会

昔
0
3
・

３

３

０

２

・
９

◆

女

性

関

連

国

内

法

入

門

「

私

た

ち

が

人

と

し

て

生

き

る

権

利

は

保

障

さ

れ

て

い

る

の

？

」

1
7 時
　

Ｈ

月
2
3
日

～
1
2
月
2
1

日

毎

土

曜
５

回
　

ア

ジ
ア

女

性

資

料

セ

ン

タ

ー
　

ー

万

円

、
１

回

講

座
2
2
0
0

円
　

申

込

み

・

問

合

せ
・
・・
同

セ

ン

タ

亠

一一
0
3

・
３

７

８

０

・
５

２

４

Ｒ
）

1 2

月

６

瀏

◆

第
2
4
回

子

ど

も

の

か

ら

だ

と

心

・

全

国

研

究

会

議

９

時
3
0
分
　

８

日

剛

ま

で

日

本

体

育

大

学

３

２

１

教

室

ほ

か
　

内

容

凵

講

演
「

ズ

デ

ィ

ア

笋

と

子

ど

も

の

危

機

」「

他

」

分

散

会

ほ

か

会

費
・・
・
２

日
9

0
0
0

円

、
１

日
6
0
0
0

円

申

込

み

は

郵

便

振

込
・：

口

座

番

号
0
0
1
3
0

－

６
－

１

冖
0

8
5
8
5

「

子

ど

も

の

か

ら

だ

心

・

全

国

研

究

会

議

」
　

締

切

…

Ｈ

月
2
2
日

問

合

せ
：

自

体

大

体

育

研

究

室

気

付
　

子

ど

も

の

か

ら

だ

と

心

・

連

絡

会

議
｛
一一

0
3・
Ｒ
｝
７

０

６

一

〇
９

６

７


